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2014 年 4 月号の「ずいそう：40 年を迎える「都市
小屋－集」」1）で，様々な立場の方々が集い，語り合
う異業種交流の場の紹介をさせて頂いた。10 年の月
日が経った今回は，「集」のその後と「集」が生みだ
した「人の繋がり」と「展開」についてお伝えする。
「都市小屋 集＆YU」は，「人脈」を通じた「知識」

と「人間力」の強化を目的に，130 余名の有志が各 20
万円余を拠出し，東京新橋に開設した 2 つの「交流サ
ロン」である。「人」が「人」を呼び，50 年間に 5,000
人を超える異業種の方々が出入りされた。  
「人が集う」ために，「勉強会」や「趣味」等，様々

な会合を企画してきた。
「勉強会」は，まちづくり，環境保全，宇宙，ロボッ

ト，情報，流通等，多岐にわたるテーマにて開催され
た。「趣味の世界」についても，音楽（クラシック，ジャ
ズ，流行歌），落語，映画，お酒（吟醸酒，ワイン，
ベルギービール）等，実に多様なジャンルで開催され
てきた。人脈を手繰って様々な分野の第 1 人者にご参
加頂き，時宜を得た話題提供を頂いた。自由な討議が
気に入った話者が「サロンの常連」となり更なる活動
と人脈の輪を拡げていった。
「議論を尽くす」がサロン勉強会の趣旨である。勉

強会の幹事は，時に自身の主旨とは異なる立場に変貌
して異論を唱え，会として禍根無い議論を尽くす事に
留意した。
「道の駅」の誕生にもサロンのメンバーが関わった。

「鉄道には「駅」，道路にも『駅／トイレ』があっても
よいのでは。」の発想が「道の駅」，日本トイレ協会の
発祥にも繋がったとされている。「町」，「森」，「川」，

「海」，「防災」，「健康」，「健寿」等を冠した「駅」の
拡がりが，都市化で失われた人の繋がり（交流）を取
り戻すツールとなる事を期待したい。
「健寿の駅」2）も，サロンでの勉強会の成果である。

総務省（2010 年），経産省（2012 年），厚労省（2013 年）
の支援でシステムを構築，町田市等の協力で実証を行い，
気仙沼の仮設住宅（2013 ～ 2019），対馬市（2021 ～
2022）等での運用を行った。気仙沼には，「駅」運用
支援等で，8 年間に 80 回通わせて頂いた。
「健康」に関連し，最近，歳をとっても働く・社会

貢献を目標とした「健康サポート勉強会」を立ち上げ
た。「働けるうちはいつまでも」の高齢者の意識（内
閣府調査），人口減への対処からも必須とされること
である。「若い方々に働く場を」で高齢者の職を閉ざ
した「定年制」は欧米では一般化されていない。ご関
心をお持ちの方は是非ご参加下さい。

環境問題に関しては，「よこはま川を考える会」，「生
き物とまちづくり研究会」，「新エネルギー研究会」等
が行われた。前 2 つの勉強会の創始者が横浜市環境研
究所におられた故森清和氏である。コンクリートの堤
防で失われた自然の川を取り戻そうという発想で「東
京圏の川を考える会－水辺をめぐる産官学交流会」も
主宰された。「森」，「川」，「海」の「駅」構想がその
思想を継いでいる。

その他，「志」を持った中央官庁の方々の集まり「湧
志会」，産官学の「社会資本研究会」，ごみ問題を語り
合う「ごみ仲間」，情報系では「ニューメディア研究
会（300 回以上開催／適宜情報系誌に掲載）」，「IC カー
ド研究会（月刊カードウェーブに連載）」，「ハイビジョ
ン研究会」，「小惑星捕獲研究会」等，各分野の専門家
の横連携の会が続々誕生した。手塚治虫さんの「日本
昆虫クラブ」，「日中友好サロン」等もサロンで誕生し
た集まりである。関心をお持ちの方の参加も期待し，

「勉強会」の成果は専門誌等での公知を心掛けた。
2018.7 ～ 2020.2 には「性能発注勉強会」を開催した。

公共事業の発注は 1890 年会計法施行以来，受注者間
の技量差，創意・工夫等を求めず，発注者が仕様，施
工法，工程等を提示，応札価格のみで受注者を決定す
る「仕様発注」方式を原則としてきた。欧米方式の技
術競争への転換の可能性を探る「性能発注勉強会」，
成果の一部は国土政策研究会発刊の「わが国建設産業
の発展のために」3）に収納頂いた。

2012 ～ 2019 の間 36 回開催した「これからの日本
を考える会」は，成果の多くが専門誌等に掲載され，
関東大震災 100 年目の 2023 年 9 月には，勉強会成果
等を基に「都市防災ハンドブック（http://www.nts-
book.co.jp/toshi-bousai/toshi-bousai.html）」として発
刊，業界誌紙・専門誌等 8 誌で紹介され，多くの方に
評価頂いた。本誌に続き，「都市の強靭化」，「火山」，

人脈を拡げ，議論を尽くす
「組織人」が「知識人」に脱皮

久　武　経　夫
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「雪」，「宇宙」，「廃棄物資源化」等刊行準備中である。
「火山」，「雪」に関しては，「共棲＆防災」両面からのテー
マとしたい。「出版」を通じて繋がり，集まった情報
を更に多くの皆様にお届けしたいと考えている。私が
顧問を務めさせて頂いている，前環境大臣の原田義昭
氏が立ち上げた「有機系廃棄物資源化協会」の月例会
も「異業種交流」を呈し，毎月末に衆議院議員会館の
会議室で廃棄物資源化を理論から実践例迄，異業種の
方々が自由な議論を戦わしている。環境問題に関して
も，何らかの社会貢献ができないか，模索中である。

その他，「暮らしの手帳誌」の編集をされていた二
井康雄主宰の「流行歌どこまで聴ける会」，日本フィル
ハーモニーのコンサートマスター石井啓一郎・啓子／
ピアノご夫妻を中心とした「クラシックを愉しむ会」，

「中川善弘とデキシー生演奏」，日本メンデルスゾーン
協会（作家の三田誠広氏が理事長）主催の「サロンコ
ンサート」等，多様な趣味に応じた会も多く企画され
てきた。

会場は，2017 年に，神保町の「ブックカフェ 20 世紀」
に移転したが，「これからの日本を考える会」，「日中
友好サロン」，「二井サロン」等が引き続き開催されて
いる。

福島原発事故の風評被害払拭を掲げる「被災地の酒
を呑む会」，「集」創業 50 年の記念すべき本月で 150
回目を迎える。東日本大震災を忘れない毎月 11 日（土
日祝の場合前後の日）に開催，機会を見てご参加を。

縦社会の日本，欧米に比し所属組織外の社会的な連
携の「糸」が細いと言われる。組織の中での自己実現，
孤軍奮闘では無く，「サロン活動」を通じた組織・社
会を有効に活用する「ヒューマンネットワーク／縦・
横・斜めの人間関係構築」をお勧めする。
「都市小屋」での交流が「地球レベルでの環境等を

語る場」となる事を期待したい。
尚，サロン「集」，国家公務員の参加者の存在を前

提に，会費は 3,000 円を前提としている。足りない「お ─ひさたけ　つねお　エースコンサルタンツ㈱　東京支店技術顧問─

酒」は，有志の持込で補う。資金拠出は，飲食を含め
て此の会費に収める場の確保に必須条件であった 8）。
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